『アルハンゲリスク福音書』1092年のMenologionについての覚書 by 岩井,憲幸
23
『ア ル ハ ンゲ リ,ス ク福 音 書 』1092年 の
Menologionに つ い て の 覚 書
岩 井 憲 幸
は じ め に
1092年 中世 ロ シアで成立 した 『アルハ ンゲ リス ク福音書 』〈以下Archと
略称)は アプラコス(anpaKoc)と 称 され る典礼 用四福音 書抜葦で あ り,前
半部分 のSynaxarion,後 半部分のMenologionと 内容上2分 す るこ とが で
きる(D。 す でにSynaxarion部 分 につ いて は報 告 を行 な っ た の で今 回 は
Menologion部 分 について若干言及 したい。
1.日 課 書 とMenologion
アプ ラコスはすなわ ち聖務 日課書(lectionarium)で あ り,日 々の典礼 に
おいて読 まれ るべ き聖句が教 会暦 に従 って配列 され てい る。Synaxarionは
往 時 の教 会暦 に従 い復 活祭 を起 点 と し聖 土 曜 日を終点 とす るの に対 し,
Menologionは 往時一般 の暦 に従 い,9月1日 を起 点 と し8月31日 を終 点
とす る。
Menologionの 構成 と内容 につ いてMetzgerは こう書 いてい る(z)。
メノロギ オ ンは,一 般暦 に従 い,9月1日 を起点 と して,1か 月単 位
で,祝 祭 日,聖 人 の記念 日に読む よ うに構 成 され て いる。 教会 暦 の13
大祝祭 日に関 して はメノロギオ ン相互間 に異同 はないが,聖 書箇所 の選
択 および記 念 され るべ き聖人 と祝 祭 日の選択 に関 して は,メ ノロギオ ン
相互 間に多 くの違 いがあ る。 メノロギ オ ン中の ある特定 の日の聖書箇所
が,シ ュナ クサ リオ ンで当該 日のため にすで に用意 されて いる日課 と同
一 であ ることは非常 に しば しば起 こるが,こ の場合,実 際の テクス トは
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メ ノロギオ ンに再 録 され ることはな く,シ ュナクサ リオ ンの当該箇所 を
読 むよ うに とい う読講者への指示が記 されて いる。
Archに おいては,Synaxarionの 当該箇所 の指示のみ な らず,Menologion
内部 での当該箇所 の指 示 も頻繁 に見 られ る。
2.ArchのMenologion
Archの 後 半 部 分 はf。123よ り初 ま り,f.178vに 終 わ るが,こ の うち
Menologionと 認 め られるのはf.123冒 頭 か らf。173の 第14行 目まで であ る。
この間Arch原 本 には欠葉 がな いとされて いるか ら,Synaxarion部 分 とは
異 なり,Archの この部分 はMenologionと してまとま ってい ると考 え る こ
とがで きる。
Menologion冒 頭f.123の 初 めには朱 の門型 の装飾 の下 に朱 文字で 〈9月 〉
の途 中まで大書 され る。 月の表示 は大書 され るのが大 原則であ り,以 下 カ レ
ンダー部分 は原則 と して朱 文字 を用いて表示す るが,一 部 分黒の場合 もあ る
(例123v,124v,126等 々)。(た だ この場合元来朱であ った ものが変 色 した
のか,あ るいは写真 印刷 に由来す るものか にわか に判 じがた く,こ の点 は原
本 によ る確認 が必要 であろ う。)カ レンダ ー部分 は,Synaxarion同 様,ス
ペースの関係等 によ り,略 字 が多用 され る。 福音 書名 の文字 も中程度 に大書
される。伝達 する内容 は最小 限に とどめ られて いる(3)。
Menologionを 実際 に読 んでみる。f.123冒 頭 に朱 で次 の よ うに あ る。 分








[ル ゥインと呼ばれ る9月 の1日,イ ンデ ィク トゥスお よ び新 年 の初 め
に して,聖 シュメオ ンの 日に。 福音 書。12月5日[の 条 を]さ が し求
めよ。 そ して,見 よ,こ れが新年[に 読 むべ き福音書]で あ る。 ルカ に
よる福音書。] 倉
そ して この朱文字 によるカ レンダーの下 に 〈BlbONOBpe・[そ の時]〉 と
くB>字 を朱 で大書 したincipitに 始 まるL4.16-9.22の 福音書 テ クス トが書 か
101
25
れてい る。 〈12月5日 の条 〉 は同 じMenologionの 箇所 で あ り,こ の 場合





[同 じ月[12月]の5日,聖 な る我 らが父 サバの 日に。マ タイ に よる福
音書。]
したが って まとめれば,ArchのMenologionの9月1日にお け る 日課 の指
定箇所 はMt11.27-11.30お よびL4.16-4.22とtdり,カ レ ンダーに示 され る
聖人の名 は シュメオ ンひと りである。 ところが,『 オス トロ ミールの福音書』
(Ostrと 略称)の 場合(211v～),ま ず カ レンダー部 分 に同 じシュメオ ンの
他 に40人 の女性殉教者 を初 め とす る数人の名が列挙 され,指 定 の 日課 に は
L4.16-4.22つ いで小 さな見出 しの下にMt4.25,Mt5.1-5.12が 書かれている。
Archの 場合 とは,L4.16-4.22が 同 じで,他 は異 なって いると しな けれ ばな
らな い。 これに対 し,『 ア ッセマ 一二写 本』(Assと 略称)は シュメオ ンと40
人の女性 殉教者 と大火を記念 し,L4.16-22と さらに小見出 しの下 にMt4.25,
5.1-5.12を 掲 げ(112d～),Ostrに 類似す る。12世 紀 ロシアの 『ム スチ ス ラ
フの福音 書』 は(Mstと 略称)は シュ メオ ンとマル タ と聖母 を記 念 し,
L4.16-22,小 見 出 しの下 にL6.17-23を 掲 げる(163B～)。14世 紀 ロ シアの
『プ ゥ トナ福音書』(Putと 略称)の 場合,カ レンダ ーには シュメオ ンと40
人の女性 殉教者を記 し,そ の下 にまずL4.16-22を 掲 げさ らに中間 の小 見 出
しに続 けてMt4.25,5.1-12を 掲 げ る。 いずれ も,Metzgerの 説 くごと く,
聖 書 箇所 お よび祝 祭 日 ・聖 人 の選択 で異 な りが存 在 して いるの で あ る。
Archは 孤立 の感が ある。
3.Menologionの内 容 一 覧
次 にMenologion中 に示 されて いる 日付 と聖人 名 あ るい は祝祭 日名 を見
てゆ きたい。各項 目は朱文字 の上に消えて いる部分 も多 く,た いへ ん読 みず
らい箇所 も存在 す るか ら,今,煩 を さけて表 にまとめてみ た。a)通 し番号,
b)聖 人等 の名称,c)こ れ に対応す る原語,d)出 現 箇所 の順 で示 す。b),は
Archで の表記 のままと し,古 代教会 ス ラヴ語(OCS)形 と時 に一 致 しな い
ことがあ ることは言 うまで もない。c)はb)に 対 す るArchが 拠 ったオ リジ
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ナルのlectionariumに お ける原語 と考え られ る形をSJS等 に よって,で き
る限 り記載 した(参 考文献B.1～5を 見よ)。 なお,本 来で あれ ば,上 で 問
題 と したよ うに,b)お よび各 日にちの下 の 日課 箇所 を具体 的 に他 書 と比較
す ることが要求 され・るで あろ うが,筆 者 の場合 はlectionariumの 様式 ・系
統 に対 す る関心 より も,Archの テ クス トや言語 の問題 にい っそ う興味 が ひ
かれ るか ら,上 記 の点 は割愛 に従 う。 ここではArchに おける事実 のみ を列
挙 す ることに した い。
通し
番号 月 日 Arch.で の聖 人 名 等L 原 語 folio
1 9月1日 cyMCωNb Σりμε(6レ 123
2 〃2日 MAMANTb ル続μα9 123v
3 "3日 ANe・HMb '盈レθ`μ09 124v
、4 "4日 BAByJIA Bαβ6λα9 124v
5 〃5日 3AXAPレIIA zαzαρ諭9 125
6 "6日 MレIXAHJI1),cy皿0農H琉皿zα カλ,E∂ δoξ6α. 126一 一
7 "8日 P}KCTBCTもMBUM 7Eレレηα9τ カ9θ εoτ6κoひ 126
8 典 礼 126v
9 9月9日 AI{匠MT),ANNA γωα如,'。 牲レレα 127
10 〃10日 nOKiONICNH正C 「 ノAηπρ0σκひレηα9τ ωレ 127v
qbCTLNAAFonPCBA τ`μ6ωレξ6λω レ










16 9月15日 NHK:ETA 鍛 κカτα9 130
17 〃16日 eyΦ14MMIA E∂ψ刃μ6α 130
18 〃20日 cyCTAΦ14H Eδσπゆ`09 131v
19 〃21 .日 MAΦCH ル1αταα9 132
_!さ
20 〃23日 3AqATI41CIωNAKPTJIIAσ6λληψ`9τ0～)…m6レ レ0ひ 132
21 〃24日 {>CKJIA θ6κλα 132
ノ




番号 月 日 Arch.で の聖 人 名 等 原 語 folio
23 9月26日
一 一
rIPCCTAB∫rCNmCIωNAぞ 〆η μετα(π αα9.'● 132
o・
BOCJIOBbUA
24 〃27日 KO3MA,丑AMHA[Nb] κoqμ 的,∠ αμ`αレ69
'
132
25 〃28日 BAqCCJIAB〔b Venceslaus 132∀










29 〃2日 KyHPHANL,レ 【OyCTHNAκ ひπρとαレ69,70ひ στ6レη 132v
30 〃3日 且140NHCHHApeOHArHTb∠1`0レ6αogG二4ρ ε0παγごτη9132v
31 "6日 〈>OMA θωμ的. 133v
32 "7日 CCP田H,BAKXb 刀6ργ`09,磁 κκ09 133v
33 〃9日 H王AH:OBT)AJIΦCOBIb¥4κ ωβ09Cτ0δ 匁 λψαど00 133v
34 〃11日 NCI{TOPI4H,APCAKMH
「
八尾κ厩 ρ`09,4ρ σ凌κ`09 133v
35 "12日 HPO趾),TAPAXb, ⑳6β09,1翫 ρακ09, 133v
AN且POHHKb 二4レ(転)6レ`κ09
36 〃18日 Jloyl{:A. 孟ooκ δig 133v
37 〃21日 MJIAPI41A η αρ6ωレ 134
38 〃22日 ABCPKI4H 二4β6ρκ`09 135





MAI{PIANb[sic],漁 ρκ`αレ69,血 ρτ6ρ`09 135
MAPTyPHH
41 〃26日 且恥MT田 胚, ∠1ημカτρζ09,μ レカμη τ0δ 136
nAMATbTPOyCOy 〔σε`(㌍0ひ




3HNOBHH,KyPI4AKbZη り6β`09,1ぐoρ`α κ69 137
τ一 「冒.「 「買置 買置冒.. ・・一一 一,
44 11月1日 KO3MA,πAMHANb κ0(㌍(蓮9,∠1α μ`αレ69` 137
.o
45 "6日 nABJIT)HCHOBも 皿bN班H:b血 σλ09δ て)μ0λ0γητ看9 137v
46 〃7日 MqNUH・H}KCBb [ofμ(をρτひρε9τのレ]EL 137v
MCJIICTI4N'H 耽 λ`τ`レ万
47 〃8日 MHXAHJI壬),rABP珂JIT)ル2`κα看λ,Tarp`カ λ 137v
48 "11日 阿MNA Mη レ(葦9 138
「..,
49 〃13日 廼ωAN征 〕3JIATOOyCTT)IH拓diレ レηgXρoσ6σ τoμ09 138




番号 月 日 Arch,で の 聖 人 名 等 原 語 folio
51' 11月15日 CAMONA,rOy田IA, Σαμωり(19,1「ooρ血9,血 βζβ09138
ABHBb
52 "16日 6MATb 漁 τθ観9 138
53 〃17日 rPI4rOPH斑, η)ηγ6ρ`09 138




55 〃2]日 BlbNCCCNmCCTもM ξレτφ レaide～∂oδ09切9 138一
BUHB「bHPKBb ∂περαγ6α9δεσπ06レη9カμ(三)レ
θε0τ6κ00
56. 〃23日 KJIHMCNTb,HCTPb κ λカμη9,躍 τρ090κ ατd 138
AJIC差ANπPbCKHH, ン1λεξαレ伽 ε4とレ,砿5ρ κ06ρ`09,
」 MCPKOyPMM,CKATCPKKA、4尻ατερどレη
.「,,
57 〃30日 AN皿PCH AL(卑)6α9 138v
..一 画一 一幽,一.・ 一・・一 一幽一一一一 幽一.一.一 一 一一一一.一.一 一.一.一 一一.一. 一.一 一一一一 匿...匿 匿一.一 冒-.匿 ■.買 置





〃5日 CABA 騒 ββα 139
60 〃6日 NI4KOJIA Aτ`κ6λα9 139v
61 〃9日
,P
HωAKHM「b,ANNA 劾 α諏,,Aレ レα 139v
62 〃13日 cyCTPATHH E∂ στρ6τ`bg 140
蟹
63
」 〃14日 Φ¥皿HMONA,AnOJION「b,φ`λ加 ωレ,且πoλλめレ`09, 140
e・yPCT〕 θ6ρσ09







67 12月17日 P・OTPOHH,丑ANHJIb ・[・♂伽o・ τρεど9παどδξ9], 140
∠αレ`カλ
..
68 〃20日 HFNATHH Yγレ伽09 140
69 〃22日 ANACTACmA }4ンα㎝ ασ6α 141
一
70 〃23日 MqNUH・H}KCBb正{PHTも[0どμ託ρτηρε9]τ ωレfレ κβカτη141
7i μク リスマ ス剛 141
の第2土 曜 日
72 ク リス マ ス ABPAM「b,HCAI{7b,
'二1命αμ
,7α と6κ,mκ めβ 141
前の日曜日 mAKOBb
73 ク リス マ ス 142v
の朝課
,





番号 月 日 Arch.で の聖 人 名 等 原 語 folic
ク リス マ ス
の朝 課
ク リス マ ス
典 礼
朝 課
ク リス マ ス
後 の土 曜 日
ク リス マ ス



























































































































番号 .月 日 Arch.で の 聖 人 名 等 原 語 folic
98 1月17日 ANTONHM 二4レτめレ`09 155
99 〃18日 Ae・ANACMH,KyPHJIb ン1θαり託α09,1(OF`λ λ09 155
100 〃20日 cyΦHハ414H E∂θ6μ09 155










τ0ひ…7ω 伽 レ0ひ τ0δ
155v
Xρ ひσoστ6μoひ
105 〃28日 CΦPCM「bcyPMNb '助 ραψ δΣ'6ρ09 155v
『
106 "29日 HrNATHMBONOCbUb 7γン{iiτ`09Lθ ε0ψ6ρ09 155v
107 〃30日 OBPbTCNHICMOHIbM'b・伽 ακ0μ`δカ/εの εα9[τ0δ 155v





..冒 「.冒-買 置 一.-.冒..-..匿 匿・匿一画-一.一 画一画-.「.・ 「9噛
155v
・ ・..,- 曹幽.-
109 2月1日 TpyΦONb 殊)卯 ωレ 155v一
110 "2日 σbPもTCNI41crA カ アπαπαレτカ 155v一 一
NAmCPOIcyXA
111 "3日 CI4MCωNb Σひμεめレ δ θεoδ6λρ9,'Aレ レα157v一
BFonPHMMbHb,ANNA
■,
112 〃14日 ABA)1{C∈:NTレII4,f:yPHJIbノ1δξ蒼レη09,K6ρ`λ λ09 157v
113 "16日 HAMΦHJI「b,nOPbΦyPHH磁 μψ`λ09,刀bρ ψ6ρζ09 157v














117 3月9日 MqNUHM 「'α τεσσαρακ0レτα 158v
118 〃17日 AJIC護HM 二4λ6ξの9 160
119 〃22日 SOMA θωμδ' 160
一
120 〃25日 BJIrOB'BHICN田CCTSレ1Eぬ γγελ`Duosτ か9… 160
一
BHH θεoτ6κoひ
121 典 礼 160
..匿 匿一....匿 一■9,,甲 一. ■層「層 ■..「 曾9「.「 曾.「, .匿 一.
122 4月6日 cyTyxレIM,瓢ce・0丑Mレ1E∂τ改`09,耽 θ6δ`09 161



















.一 一一 一一一一一一 一一一一一 幽.・ ・一一 」・・
161v
128 5月1日 KCPCMmA 充ρεμ砲9
」
161v
129 〃2日 AΦANACHH 二4θαン6α09 161v
130 〃8日 HOANb,APCCNHレ1, '1bゆ(乏〃 η9,Arsenius, 161v
AKAKHH[?] 処κ伽09[?]
131 〃9日 HCAI4A,XPbCTOΦ ωPb
ノ,「176
α砒9,Xρ`σ τ0ψ6ρ09 162
132 〃11日 MO王{HH MG)κ`09 163
133 〃12日 CnHΦAN〔b,rCPMANbEπ`》)(をン`09,∫1ερμαレ69 163
134 〃14日 胚C四10Pも 'Zσどδωρ09 163.
135 〃21日 1{OCTANTHNT),CJICNAκ ωレ(παレτどレ09,Eλ6レ η 163









.....「.... ....匿... .「 「■「冒.
138 6月4日 MHTPOΦONb ル歪ητρoの レη9 164v
.,
139 "8日 6Cω110Plb θε6δωρ09 164v
140 "11日 BAPΦOJIOMCH,BAPNABAβαρθ0λ0μαど09,Bα ρレ(重βα9164v
141 〃14日 CJmCCH 'Eλ`σσαど09 164v
142 "15日 BHTb Vitus 165





144 典 礼 165v
145 "25日 ΦCBPONレHA φεβρωン如 168
o.
146 〃27日 CAMΨONL Σαμψ(6レ 168
147 〃28日 KyPb,MOANb K6ρ09,恥6レ レη9 168
,.
148 "29日 HCTPb,HAyJlb 176τρ09,刀 ω λ09 168
_一 じ一
149 〃30日 BI・AHJIA ofδ(bδ εκαdlπ6σ τoλα 169
150 7月1日 KO3MA,丑AMHAMb Ko(顧9,∠ αμ`αレ69 16f









153 〃9日 C皿CNmCCTも14BHH σ6レαξ`5τカ9～)περαγ血9 169
θεo石6κω
154 〃ll日 cye・14MI41A E∂ψημ`α 169
155 〃15日 Kypレ 【Klb,PloyJIレITAκ加 ひん09,70ひMina 169
156 〃16日 mCCTMTHCA皿b[sic]・ ? 169v
一 一
vJI・OHb
157 〃20日 HJIMIA ηλ6α9 169v
158 〃21日 ΦOH:A φωκdg 169v
159 〃25日
.「
MωAKMMb,ANNA 7ωα諏,伽 レα 169v
160 〃27日 HANTCJICHHMON「b[sic]血 レτελε加 ωり 169v
匿.匿 買置「7τ 一一一.一 一一 ・ ..一.匿........匿 冒..冒9買 置買置買置 冒〒一一一 〒一'・.・ 一一・一一一一一.一 一
一
161 8月1日 酉NbCTXT)・MA]{ABCレ1凌θληα9τ のレdγ どωレ 169v
漁 κκαβα6ωレ
162 "2日 OBP1うTCNHICMO皿bMb・εの εα9τ00… Σ詑 ψαレoひ 169v一
CTrOHbPBOMyKA
CTCΦANA
163 "6日 rlPCOBPA}KCNmCXBO 'A'μεταμ0ρψωα9τ0ひ んひρ`00 169v
164 典 礼 170v
165 〃14日 M[APKCJIb ル飯ρκελλ09 171
一 一
166 "15日 OyCrlCNHC・CTもPI・BHMカκ0ψ ηα9τ カ§θε0τ6κ0ひ 171
167 "16日 πHO厘H皿L ∠`oμ カδη9 171v
168 〃20日 CAMOHJIL,{>A丑7bH Σαμ0ひ汚λ,θ αδδαど09 171v
169 〃22日 KAJIHNHKT), κ αλλごレζκ09,ン1γ αθ6レ`κ09 171v
ArA⇔ONMH:b






172 典 礼 171v




4.カ レ ンダ ー の テ ク ス ト
お もに朱 で書 かれた カ レンダー部分の テクス トにつ いて一言 しておかなけ
93
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ればな らない。 まず誤 りや脱落 さらに付 加等,お よび上表 に対す る注 を,箇
条書 きで述べ る。
①f.126].3(上 表通 し番号6):…cTHIAMqNHA・cyπo≧HH
付 された形容詞等 か ら聖人 名は女 性cy丑oきHIAと したが,SJS等.に よれ
ば9月6日 の聖人 は男性 のc班o狙H(E∂ δ6ξとog)の 由であり,あ るいは誤 っ
た ものであ ろうか。存疑。6L② なお人 名の語尾 につ いて は改 めて後述す る。
②f.134v11.4-5(〃37):HJIAPHA
今SJSに 従いHJIAPHAはHJIAPH於,すなわ ちOCS形 の.14JIAPHIA.の
生格 形 ・H硫 の ロシア教 会ス ラヴ語(RCS)形 とみ る。 なおOCSH∬APMIA
はHJIAPHOHb(7λ αρ6ωレ)の 別形。 しか し,別 の聖人HJIAP肌4ぐZλdρ`og)
との混同 も考 え られ る。cf.①.
③f.135L19(〃40):斑AKPIANA…ABABA・Tも
前者 は 赫APKIANAの 誤 り。後者 は不 明。
④f.144vl.14(〃76):BbK憩Hrb
BLK薗HrAXT)で あろ う。TMT汀oの 脱落か。.
⑤f147vLl2(〃82):BbJlbXBOMb
OCS形BπbXB一,RCS形B'LJIXB一よ りのhypercorrectionに よる綴 り。
ただ しArch本 文 中に もBlbJlbCBH(f.144vl.18)な どの綴 りが 存在 す る。
(後 述)。
⑥f.149L4(〃85):Bb・TPCTHHH・:・
語尾 く一THHH>は く一THI4>の 誤 り。cf.⑧,⑮.
⑦f.1551.3(〃94):JlyCyK↑A
noJlycyKTAと すべ きで,〈nO・ 〉 を脱 落 させて誤 って いる。
⑧f.1551.7(〃96):Bb・p・…H3BBICNbIHHXb・
πはAIの 誤 り。後者 の語尾 〈一lblHHX];)〉 は く・LII4Xlb〉 の誤 り。cf.⑥,⑮
⑨f.1551.20(〃101):ANACTACA
主 格 形 は こ の 形 か ら逆 に 考 え てANACTACBと し て お い た が,
ANACTACHHC4レασ溢αog)の 可 能 性 あ り。 も し そ う で あ れ ば
ANACTACAはANACTACHAの 誤 り。cf.⑬.
⑩f.158vl.13(〃117):…Bb6
本稿 に直接 かかわ らないが,ジ ュコフスカや刊本 は6をAと 印刷 す る。









AKAKHAとMが 脱 落 か 。cf.⑨.
⑭f.169v11.1-2(〃156):HICCTHTHCAHIL・M∬ ・
TfLICAHIbはG7bT7Lの誤 り。 す な わ ち く6030>で は な く,〈630>。cf.Ass.
150b:X五(=630),
⑮f.169v11.11-12(〃160):nANTC∫ICHHMONA
rlANTCJICHMONAとMは1字 で 可 。cf.⑥,⑧
つ ぎにテクス トの特徴点 だが,外 形 的な事柄 は例示 の上,上 述 した。 また
THT∬oの 用 い方,数 字 の表記等 々Synaxarion部 分 と原則的 に同 じと見 て よ
い。 さ らに言語上 の特徴 として,Synaxarion部 分同様,全 体 は ロ シア教 会
スラヴ語 というhybridな 言語で書か れて いるこ とを第一 に述 べな けれ ば な
らないが,さ らに言 うべ きはSynaxarion部 分以上 にロ シア語化(4)の 傾 向が
強い とい うことである(後 述)。
Synaxarion部 分 で述 べたrusizmの 諸点,す なわ ち下 に列挙 す る特 徴 は
ここで も共通 す る。 い まいちいちの例話 は割愛 す る。
①10CHは 文字 と して存す るが,音 価 は消失 し,そ れ ぞれ対 応 す る音 と
混同 を起 こ し,し か もそれが綴 りに反 映 して いる。 イオ タを伴 う文字 は
両者 ともに存 在 しない。
②Jersは おおむね正 しい。
③ 子音 間の流音+jerは ロ シア語 的。
④ も をCと 綴 ることあり。
⑤ 動詞3人 称 の語尾 は 一Tbで あ る。
⑥ 名詞 の男性 ・単 数 ・造格 が るMb。
⑦oyの 文字 をyな い しvで 綴 る例が頻 出す る。
上記 に加 えて,Menologion部 分 のこ こではさ らに次 の諸点 を追加 しな け
ればな らない。
⑧Archの 後半 における地 の文 同様,第2のcopyistに 特徴 的 で あ る子
音文字上 の2点,お よ びカギつ きの子音文字が現 われ る。前者 において















⑩ 子音 間の流音+jerに お いて,hypercorrectionに よる綴 りが見 られ
る(上 述)。 これは地 の文 と同様 であ る。
B㌔JlbXBOMbOCSB∫ 「bXB・
さ らにカ レンダー部分 には聖者名が頻出す るが,そ の外国語起原 の人名 に
関 し,興 味深 い事実 が浮 びあが って くるのであ る。
5.一HH,一mAに 終 わ る 人 名
カ レンダー部分 において,聖 者 の名前 とその称号 や定式化 され た修飾 の語
は一般 に同格で文 中に示 され る。今,所 有 ・関係 を示す 〈～の〉 を示す場合














上例で は生格 の場合 と与格 の場合 とを掲 げたが,後 者 は生格 のかわ りの与
格 であ る。 しか しいずれ に せ よ上 述 の 同格 関 係 を な して い る。 これ が
Menologionの カ レンダーでの一般で ある。





⑧ の場 合 〈CTbI1Wb通qNKML>が直前 の くCTPA>に か か って お り,
<nPoBA>以 下 は意 味上<cTbI酵LMqNKM7b>と同格 で あ るのだ が,文
法上の同格 は破 れている。 だが,や は りこの関係にはやや難 があ るので あろ




⑨ では 〈CAmONも 〉 は男性 の名 〈CAMONA>のD.Sg.と形 態 の上 で は
認 め られ,<royPHA>以 下 のG.と くcTxbHcHoB'b肪MKb>のG.P1.
m.と の同格 を破 って いる。 ただ これ もMstの 平 行箇所 で は,語 順 が一部 異
なる ものの,次 のよ うにG.に な ってい るのであ る。
⑨ノ175B:cTxbHcnoB瓠LNM(N).FyPHA,McANoHH.MABHBA.
[G.PIm十GPLm十G.Sg.m+G.Sg.m+G.Sg.m]
以上か ら,上 のよ うな意味 の上 での同格 の関係 は,文 法的に も同格 の関係
を示す のが一般 的であ ると,再 び ここで確認 して よいであ ろう。
さて上 の事柄 を前 提 と して,、4414お よび ・四Aに 終 わ る固有 名詞 につ い て
考 えてみ る。次 の例 は 一MMに 終 わる男性名詞 のそ れで あ り,前 に存 す る語
と も文法 的に同格(・ ここで は生格で)の 場合で あ る。 期 待 され るG,Sg.m
の語尾 の形態 は一mAで あるが,こ こで は 一MAか 一HIAで 表記 され て い る。














次 に 一HIAに 終 わる女性名詞 で,同 様 の関係 が見 られ る例 を示 す。 次 の1
例で ある。
⑩168:CTbIIAΦCBPONHIA[G.Sg.f+G.Sg.f]
上例 はOCS形 が 〈CTHIAΦCBPOM慌 〉 であ るが,こ こでは生格形 が ロ
シア化 して 一IAと綴 られてい る。名詞 は見 かけ上,主 格 と等 しい。
一M正Aに終 わる男性名詞 は,一HIAに 終わ る女性名詞 と同 じ格変化 を行 な う。
従 って,上 と同様 の関係が見 られ る例 では,女 性形 と同 じくOCS形 は 一H琉
であるが,ロ シア化 して 一HIAな い し羽Aと 綴 られ,見 かけ上 主格形に等 しい。
ANAN四A(132v),rOyPI4A(138),HCAMA(162),14JIAPHA(134v)
さて ところで,以 下 の3例 はどのよ うに解釈 すべ きであろ うか。 ともに主




上 述 した一般的傾向か らす れば,こ れ ら3例 は固有名詞・に先行 する要素 が
生格形で あるか ら,固 有 名詞 自身 も生格形 が期 待 され る。OCSの 相 当す る
生格形 はそれぞれ 〈cy皿o≧H臨,3AxAPH琉,HcPcMI4琉〉 であ るか ら,ロ
シアno化 したと して も,と もど も 〈一mA/一14A>と な る はず で あ る。 しか る
に上例 はすべて 〈一1414>と ある。ぐ14M>を 単純 に与 格形 と見 て,⑨ の よ う
な文法上 の同格関係の破れ と見 るべ きであ ろうか。 しか し筆者 は,.た とえ与
格形 であろ うとも,生 格 と誤認 され る可能性を秘め た形態で はなか ったか と
考 える。i・stemで の生格=与 格同形な ど によ る類 推 も進 んで い たで あ ろ う
し,意 味上 か らも容易に前の要素 と同格の生格 に混同 され たので はないか。
次 の2例 は⑨ のよ うな破れ ともとれ るが,文 法上の同格の観点か らは1名






すなわちOCS形 がそれぞれ ぐHhk>で 終わ るべ き語尾 が 〈一14ち〉 と ロ シ
ア語化 され ている。
次例 は前半 が ロシア語化 された語 尾,固 有 名詞が⑪,⑫,⑬ 同様の擬似的
な生格 と解 しうる。
⑯169:CTO鳴 瓢qNHもcy〈}HMHH
〈cy〈>HMHH>の 主 格 形 は<cy6MMHIA>,ocs形の 生 格 形 は
〈cy6HMH臨 〉。<CTO'bMqNH'L>はともに女性 ・生格 ・単数形 と見 られ,
そのOCS形 は くCBAT'BI琉M吊qCNMHA>である。 この2語 はそれ に対 応
す る古 い東 ス ラヴ語の形態で ある。
なお,や や脇にそれ るが,次 例の よ うにu-stemの 生 格形が カ レンダー部
分に出て くる。
⑰161v:且ono∫Ioy
そ して,U-stemの 生 格語 尾 との類推 による混 同 も見 られ る。 す なわ ち2
例 とも 〈Icy>は 生格形 と解 される。
⑱147v:oBPも3ANHcrANAHIcroIcyxA
⑲155v:CbPLTCNHIerANAIHCrOICyXA
⑰,⑱,⑲ の例を容認す る とす れば,ま たさ らに上で述べ た同格 の観点 も
導 き入れ るとすれ ば,次 のよ うな諸例 もu-stemと の混同 によ る生 格形 と見




以上第4節 ・第5節 をまとめるな らば,Menologionの カ レンダー部 分 は
地の本文の部分す なわ ち四福音書 のテ クス トよ りもいっそ うロシア化 されて
いる と結論 づけ られる。Arch全 体 のテ クス トは第2のcopyistの 筆写 部 分
が第1のcopyistの それ より もロ シア化 されて いるとr般 にみな され てい る
が,従 って このMenologionの カ レンダー部分 のテクス トが,Archの テ ク
ス ト中,最 もロ シア化 されている とい うことになる。
お わ り に




をテクス トか ら表 に してま とめてみた。第2に カ レンダー部分 のテ クス トに
関 し考察 した。 そ こではrusizmが 濃厚で あり,と りわ け外 国語起 原 の人 名
のうち,・HIAに 終 わ る男性 お よび女 性名詞の格 変化 にお いて擬似 的 ぢ生 梅
とも称すべ き格形 の混乱が若干生 じている とみ られ る。上述 した種 々の点 も
加え て,Archに お いてMenologionの カ レンダー部分 のテクス トが 最 も強
く東 スラヴ的要素 を有 して いる と結論づ ける ことがで きる。
注
(1)Synaxarionおよ びMenologionな る用 語 に つ い て は,早 くか ら混 同 が あ る
と され る。 小 論 で はMetzgerの 定 義 に従 う(注2を 見 よ)。
(2)B.M.Metzger,ManuscriptsoftheGreekBible;AnIntroductionto1刎αθo.
graph,OxfordUp.,1981,p.129.次の訳 文 に従 って 引 用 した':笠 原 義 久 ・出 村
み や 子 ・渡 辺 俊 之 共 訳,土 岐健 治 監 訳 『図説 ギ リ シア語 聖 書 の写 本 ギ リシ
ア語 古 文 書 学 入 門 』,教 文 館,1985年,P.134.この説 明 は第38図 に対 す る解
説 文 中 に存 す る。 ・
(3)CBoπHblnKaTaJlorcJlaBHHo-pyccKHxPykonHcHblxKHHr,xPaHH皿HxcHBCCCP;
XI-XIIIBB.,M3瓦 一Bo《HayKa》,M.,1984,p.43～.
(4)ArchのSynaxarion部分 につ いて は次 の 拙 稿 を見 よ:〈 『ア ルハ ンゲ リス ク
福 音 書 』1092年 のSynaxarion部 分 につ い て 〉 「文 芸 研 究 」 第83号,2000年
2月 。
(5)こ の 場 合 の ロ シア語 化 と は,11世 紀 キ エ フ 国家 を 中 心 とす る東 ス ラ ヴ人 の
言 語 へ の一 種 の同 化 を称 す る と了 解 さ れ た い。.
(6)こ れ らの 補 助 的 な記 号 付 き の文 字 に つ い て は次 の拙 文 を 見 よ:〈 「ア ル ハ ンゲ
リス ク福 音 書 』1092年 の テ ク ス ト第2部 分 の外 形 的 特徴 に つ い て 〉 「文芸 研究 」
第81号,1999年2月 。 さ ら に 参 照 せ よ:MA.CoKo刀oBa,〈xHcTopHM
pyccKoroH3blKaBXIBeKe.(PyKon胚cbMocKoBcKo宜BH6JIHoTeKHKM.JleHKHa,
鴻1666>,レ13.AH.noPHC,T.III,KH.1,1930.
参 考 文 献*注 で述 べ た もの は 再 掲 しな い
Aテ ク ス ト類
1)・ApxaHreJlbcKoeeBaHreHie1092roua,143且aHiePyMHHHoBcKaroMy3eHM.,1912





















Cそ の他(*Arch本 文については,次 の論文等を参照されたい。)
1)岩 井憲幸 ・服部文昭 「古代教会スラブ語の地方的変種から古代ロシア文語の萌
芽にかかわる研究一 「アルハ ンゲ リスク福音書」を中心として」(平 成7年 度
～平成9年 度科学研究費補助金(基 盤研究(c)(2))研 究成果報告書(私 家版)平
成10年3月 。
2)服 部文昭 〈古代ロシア文語の統語論と語彙の資料としての 『アルハ ンゲリスク
福音書』〉,岩 井憲幸 〈「アルハ ンゲリスク福音書』の言語の主要特徴について〉
スラヴ東欧研究センター資料集No.6「 シンポジウム スラヴ語学文学研究の最
前線」創価大学スラヴ東欧研究センター,1999年3月 。
【本稿は平成10年 度～平成13年 度の科学研究費補助金 基盤研究(c)(2)(課 題番
号10610510)に よる研究成果の一部である。】
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